
継続の先にあるものを思い描こう 
    校 長 春川 嘉孝 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校教育目標   ○まじめな子    ○あかるい子    ○がんばる子 

                              

                                        

目指す学校像  

よさを認め、学び合い高め合い、やる気と笑顔あふれる学校（個の伸長 公の育成） 

～自分の得意を知り粘り強く取り組む子の育成 チャレンジ安行～ 

「グローバルフットプリントネットワーク」

より毎年発表される「アースオーバーシュー

トデー」。今年は「８月１日」となりました。

ちなみに日本は「５月１６日」。もし、日本の

生活を世界の人が同じようにすると、地球が

一年間で生み出す資源を使いきってしまう日

です。 

 2021 2022 2023 2024 

世界 7／29 7／28 8／２ ８／１ 

日本 5／６ ５／６ 5／６ ５／16 

 上の表は、その年に発表されたアースオー

バーシュートデーです。日付を見ていくと、

年々、オーバーシュートデーは延長されてい

るように見えます。（私が生まれた 1969 年は

「12 月 30 日」）それだけ、地球に住む私たち

が環境に配慮して、環境にやさしい生活を送

り、各企業が努力してきたことが伝わりま

す。それでも、世界で起きている自然災害、

突然の豪雨、気温の上昇は止まりません。私

たちのくらしは、一年、二年で答えが出てこ

ないということです。一人一人が、数十年・

百年後の地球やその年代に生きる子供たちの

ために、それこそ「粘り強く」現在の問題を

真摯に受け止め取り組むことが求められてい

ます。スイスの NGO「EA」は 2023 年に「プ

ラスチックオーバーシュートデー（プラスチ

ックの年間廃棄量が全世界の廃棄物管理の限

度を超え環境汚染をもたらす日）」が、日本は 

「11 月 22 日」、世界の平均だと「7 月 28

日」と発表しました。様々な考え方はできま

すが、これらの数値を見ると「地球との関わ

り方」を考えさせられます。 

 自然環境豊かな本校は「環境教育を基盤

に、答えのないグローバルな課題に向き合え

る力を高める」「自然に触れる体験、栽培活動

をとおして身近な環境を守り、育てる実践力

と食育の充実」に力を注いでいます。先月、

今年の「安行小米」の苗を植えました。 

 令和６年度のスタートからすでに 4か月が

たち、一学期のまとめの月となりました。日

ごろの教育活動、学校行事へのご理解、ご協

力に感謝申し上げます。一人一人のお子さん

が、自分自身の一学期間の成長を自覚し、次

なるステップへと踏み出すことができるよ

う、教職員一同支援してまいります。 
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